
 

 島原市報道資料  

 

                             平成２９年 ８月２１日 

 

報道関係者 各位 

 

～第 212回市民文化講座・島原図書館郷土史を学ぼう会～ 

近世における歴史資料の伝来と社会の開催について 

 

 標記の件について、下記のとおり開催しますので、お知らせします。 

 

 

記 

 

１．名  称      第 212 回市民文化講座・島原図書館郷土史を学ぼう会 

「近世における歴史資料の伝来と社会 

－大名家文書、地域文書、江戸時代の対外関係から―」 

 

２．日  時       ８月２６日（土） 午後２時 

 

３．場  所       森岳公民館 大ホール 

 

４．講  師       稲葉 継陽 先生（熊本大学永青文庫研究センター長） 

 

５．参 加 費    無 料 

 

 

 

 

 

 

 

担当：島原市教育委員会 社会教育課 担当：吉田 

電話：0957-68-5473 

E-mail：shakyo @city.shimabara.lg.jp 

有明海にひらく湧水あふれる 火山と歴史の田園都市 島原 



第 212回市民文化講座・島原図書館郷土史を学ぼう会 

近世における歴史資料の伝来と社会 

－大名家文書、地域文書、江戸時代の対外関係から― 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 催：島原市教育委員会・島原図書館・島原文化連盟 

問い合せ先：島原市教育委員会社会教育課 電話６８－５４７３ 

江戸時代の社会構造と先人たちによる文書保全の活動、

そして熊本地震直後から展開された歴史資料レスキューの

活動に即して、膨大な「近世文書群」の作成と維持の条件

とは何かについて考えます。 

熊本藩主・細川家の藩政史料

（永青文庫） 

◆日 時 ８月２６日（土）午後２時 

◆場 所 森岳公民館大ホール 

◆講 師 稲葉 継陽 氏（熊本大学永青文庫研究センター長） 

◆参加費 無 料 
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